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Abstract
Thispaperexaminesthe developmentofthe historicalproces－
SeSOffederal．stateandlocalinteractionoccumngprlmarllydur－
lngtheeraofReconstruCtion，
Lincol一一’S（Preliminary）Emancipation Proclamation changed
the objective ofthe Civi1War from that of bringlng the rebe1－
1iousstatesbacklntOtheUniontothegrantlngOffreedomtothe
Slaves・Afterthewar，AndrewJohnson．strengtheningtiestothe
Plantersandtakingnointerestinfreedmen’srights，Clashedwith
RadicalRepubllCanS．Whodemandedthatblacksbeaccordedleg－
alrights onaparwithwhites，Military rulewasimposedonthe
ten former Confederate states．accordingto the ReconstruCtion
Actofl876．whichwaspassedbyCongressoverPresidentJohnr
sonls veto．
Planters and emancIPated slaves were on a collision course．
With the slaves emanclpated．the planters needed free black
laborfortheirplantations：Whereaslandownershipwasnecessary
for blackpeOple to enJOy their autonomy．Protected by federal
power．somefreedmenelimbedtheladderofsuccessandbecame
infhential．prlmarily at thelocallevel．but many ofthem were
forcedtocontinueraislngCOttOnaSSharecroppers・
Durlng the ReconstruCtion era，aS railroad constructioTl eX－
Pandedandfinancialsupportfrombothfederalandstategovem一
mentstorailroadcompamesincreased．corruptlOnthrived．espe－
Cially under the Grant administration，In addition．the adminis－
trationfacedthePanicofl873，Which．alongwiththeensulngde－
49
PreSSion．resultedinaDemocraticlandslideinthe1874electioTIS，
WhiteMississIPplanSinterpretedtheeleetionsasanationalre－
Pudiatiorl Of the Congressional ReconstruCtion．In MississlpPl．
the1875politicalcampaLgn becameavi01entmovement to des－
troytheRepublicanPartyandpreventblacksfromvotingLAsa
result．DemocratsgainedcontroIofMississIPPl．
The”bargalnOf1877rwhichgaveRutherfordHaysthepres－
idency、prOmised thewithdrawal of federal troops Erom the
South・Military rule waslifted・And federally protected blacks
losttheonlymeansavailable tothemtoachieveequalityunder
thelaw．
はじめに
南北戦争後、再建時代のアメリカ南部では、土地と労働力の問題が政治
1ラ．′クー　1ラノテーー′ヨン
経済の構築原理である。奴隷解放後に南部の大農園主が大農国を存続さ
せるためには奴隷に代わる労働力が必要であった。一方、解放奴隷は、奴
隷時代のような暴力的な厳しい労働管理から逃れて、自営農家になるため
に、自らの土地で作物を栽培しようとした。しかし、両者の立場は相容れ
ない。かつての奴隷主とかつての奴隷との緊張関係が戦後も続いたのは、
大農園の経営者が、そこでの労働力を確保するために、解放奴隷が土地を
所有して自営農家になるのを妨げる必要があったからだ。このようにして
生じた社会階層間の緊張関係の背後にあるのは、南部諸州と連邦との緊張
関係である。というのは、南部諸州において解放奴隷の、法の下での平等
ラデイカル・リバ1リカノズ
を南北戦争後に推進させたのが、共和党急進派主導の連邦議会であった
からである。
法律の平等な保護を州は拒むことができないということを定めたアメリ
カ合衆国憲法修正第14条は、時代を越え、20世紀の公民権運動の時代にな
っても多大な影響をアメリカ社会に及ぼすことになった。そういう意味で
スり－ビンダ・ゾヤイ7ノト11
も、修正第14条は確かに「眠れる巨人」ではある。しかし、黒人と白
人の平等を推し進めた共和党急進派の時代は、鉄道建設に投じられる多額
の公的資金を巡る汚職の蔓延、また黒人と白人が平等になることに対する
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南部口人の反発、さらに、不況で共和党が支持を失うことになり、黒人の
自由と平等を目指した連邦議会による再建時代の変革は頓挫する。それは
また、解放されて間もない奴隷が、白人と同等の政治的権利を持った時代
が終わることでもあった。
南北戦争末期と終戦直後に行われた奴隷解放で自由になった黒人は、土
地と労働力をめぐる地主と黒人労働者との対立を社会の根底にくすぶらせ
続けた南部において、軍政のもとで、白人と同等の社会的権利を獲得する。
が、のちに南部諸州は、軍政で失った州の自治権を回復し、黒人を保護す
る連邦政府の権限が及ばなくなる。その過程の考察を、アメリカを分断し
た南北戦争の後半から国家再統合という大変革の時代を通して行うことが
封
本稿の目的である。
1　連邦維持から奴隷解放へ
連邦からの脱退を企てた11の奴隷州を連邦内にとどめおこうとして始ま
ったのが南北戦争であった。戦端となったのは、1861年4月12日早朝、サ
ウスカロライナ州チャールストンにある連邦軍のサムクー要塞への、南部
連合匡i軍による砲撃開始である。内戦が長引くにつれ、戦いは社会変革の
様相を帯びるようになった。1862年9月17［1、メリーランド州西部で戦わ
れたアンティータムの戦いで、ロバート・E・リー（RobertE．Lee）将軍率
いる南軍に、ジョージ・B・マクレラン（GeorgeB∴McClellan）将軍率いる
連邦軍が大打撃を与えた。戦況好転を機に、リンカーン大統領は、その戦
いの4日後、1862年9月22日に、奴隷解放予備宣言を発した。この予備宣
言は、1863年1月1日に、奴隷解放を行う旨、予告したものである。それ
は奴隷州全域を対象としたものではなかった。しかし、それによって南北
戦争の性格が変わった。つまり、連邦維持のための戦いから、奴隷を解放
するための戦いという意味合いが強くなったのである。リンカーン大統領
が1863年1月1日に署名した奴隷解放宣言の対象地城は、その時．在で、連
邦軍と交戦状態にあった州や郡のみである。そこにはリンカーンの政治的
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判断があった。
リンカーンの宣言が対象としない奴隷州は、デラウェア一、ケンタッ
ポーダH・ステfノ
キー、メリーランド、ミズーリという境界諸州である。南と北の中間に
位置するこれらの州には、合わせて約45万人の奴隷がいた。しかし、連邦
に忠誠を誓っており、南部連合国に属してはいない。もし境界諸州を、奴
隷解放宣言の対象地域に含めて、これらの州が連邦から離反すれば、北軍
の戦争逆行に支障が生ずる。奴隷制を敷いている境界諸州を連邦内にとど
めておくことはリンカーンにとって、きわめて重要であった。それはまた、
立場を決めかねている南部人に対し、奴隷などの財産を集わずに連邦複帰
コン7ェデし′ト・ステイノ
がありうることを示唆して、南部連合国の弱体化を狙ったものでもあ
の
った。
宣言が対象としない他の地域は、連邦軍がすでに占領していた、約27万
5千人の奴隷をかかえるテネシー州である。テネシー州は南部連合国を構
成する1州である。ルイジアナ州とヴァージニア州には何十万人もの奴隷
がいた。両州の一部の郡を連邦軍が支配していたが、リンカーンの宣言は
それらの連邦軍占領地城も対象にはしなかった。ヴァージニア州の場合は、
宣言の対象にならなかった郡の内、48の郡が、ヴァージニア州から独立し
てウェストヴァージニア州になった。リンカーンの宣言は、これらの地域
、．
以外にいる約300万人の奴隷に対する自由の布告であった。しかし、1863
年以前にも奴隷の逃亡や北軍入隊などで奴隷制の崩壊はすでに始まってい
6I
た。だから、宣言には現状追認的な意味合いがなかったわけではない。な
お、全奴隷が法的にアメリカで解放されるのは、1865年12月18日に成立し
たアメリカ合衆国憲法修正第13条によってである。
2　北と南の徴兵法
南部連合国政府が奴隷制の崩壊を食い止めようとしてとった措置は、白
人社会を分裂させた。南部の自営農家が感じていたのは、大農園主が戦争
の負担を十分に担っていないということであった。自営農家をとりわけ刺
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数したのは徴兵制である。南部連合国議会は1862年に徴兵法を制定した。
その中には兵役免除の条項があった。それは、奴隷20人で、健康な白人男
子1人の兵役に代わることができるというものであった。そのため多くの
奴隷監督や大農園主の子供は兵役を免れたが、ほとんどの白人家庭ではそ
7I
うはいかなかった。一方、連邦議会も、1863年3月3円に徽兵法を制定し
た。この法律では、資産のある人は身代わりを雇うか、あるいは徴兵官に
臣
300ドル支払うかすれば徴兵を免れた。
1863年7月13日にニューヨークで起こった暴動は、この徴兵法に端を発
した暴動であったが、雇用を巡る白人と黒人の競争と緊軌こ結びついてい
た。暴動の起こるすぐ前、3千人の港湾労働者が賃上げを求めてストライ
キに入った。ストライキ破りとして、黒人が、警察に守られて、スト中の
労働者に取って代わった。徴兵法によってアメリカ政府は失業中の白人を
徴兵し始めたが、それを白人労働者は侮辱と感じた。というのは、白人労
働者にとっては、職を黒人のストライキ破りに奪われ、さらに、その黒人
を解放するために戦場に駆り出されることになるからであった。ニュー
ヨークの反徴兵暴動は徴兵法への抵抗が暴力にまで発展したものである。
4日間の暴動で、黒人の家や店が、多く焼き払われた。徴兵事務所に押し
寄せた暴徒は、暫官、消防士、民兵を庄倒し、鎮圧には連邦軍が出動しな
91
ければいけなかった。死傷者は約千人にのぼった。このことからも分かる
ように北部の地域性として黒人支持といったものを考えることはできない。
3　ジョンソン大統領による南部再建時代
（1）ジョンソン大統領の変節
北軍のテネシー州ナッシュヴイル占領後、リンカーン大統領は、アンド
JL，P・ジョンソン（AndrewJohnson）を軍政府長官に任命した。テネシー
州の連邦脱退後も合衆国L院に残ったのがジョンソンであった。南部にお
ける連邦主義者として、国家的象徴と言える人物である。このジョンソン
が、1864年11月共和党の副大統領候補に選ばれ、リンカーン大統領の暗殺
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後、1865年4月15日、大統領に昇任した。ジョンソンは、それまでの発言
から、厳格な態度で南部の戦後処理にあたると予想されていた。「反逆罪
を忌み嫌うのは当然で、反逆者が処罰されて力を削がれるのは当たり前
だ」という1864年のジョンソンの発言があり、同年、黒人を約束の土地に
導くモーゼに自らをなぞらえていた。そこで、就任間もないジョンソンに、
共和党急進派の指導者たちは黒人の参政権を強く求めた。ところが、連邦
の州に対する権限拡大をジョンソンは受け入れず、また黒人の政治的平等
実現にも関わろうとはしなかった。戦前の権力ェリートから政治経済上の
覇権を奪うことなく、大農園主との協力関係を築くことが必要不可欠だと
ジョンソンは考えるようになった。というのは、経済的に困難な状況にあ
る黒人たちの投票行動は、戦前から力のあった大農園主によって左右され
ると考えていたからであった。ジョンソンのこの変節は、エリック・フ
オーナーによれば、南部を白人優位の社会にするためと、ジョンソン自身
H”
の再選のためであった。
連邦から離脱した南部11州で形成した国家の崩壊に伴う大量逮捕はなか
った。南部連合国大統領を務めたジェフアソン・デイヴイス　Oe汀ers。。
DavIS）は、連邦刑務所に2年間収監されたが、裁判にはかけられなかっ
た。副大統領のアレクサンダー・H・ステイーヴンズ（Alexa。d。r n
Stephens）は短期間、投獄されはした。しかし1873年に連邦議会に復帰し、
晩年は、ジョージア州知事を務めた。ジョンソンの政策では、戦前影響力
を有した奴隷所有層を新たな政治指導者層に代わらせることができなかっ
Il、
た。ジョンソン大統領の穏健な南部政策は州権強化につながった。たとえ
ば、厳格な黒人法を、州権の発現と見ることができよう。
（2）黒人法
1865年にはミシシッピ川とサウスカロライナ州では最も厳しい黒人法が
最初に制定された。ミシシッピ川では毎年1月に、その年の雇用証明書を
所持することがあらゆる黒人に求められた。また、契約期間が切れる前に
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仕事をやめた労働者からは、それまでに稼いだ賃金が没収され、いかなる
白人による逮捕もありえた。そして契約中の労働者に別の仕事を提供すれ
ば、投獄されるか、もしくは500ドルの罰金が科されることになった。浮
浪罪には罰金が科されたり、大農園での強制労働で罰せられた。仕事を持
たないだけで浮浪罪にされ、治安を乱したり、「カネの使用を誤った」り
したのも浮浪罪にされた。また、「軽蔑的な」動作や言葉、「悪意のあるい
たずら」、許可証なしで福音を説くことも刑事犯罪であった。サウスカロ
ライナ州の黒人法では、農民か召使い以外の職業に就くために黒人は、10
12，
ドルから100ドルの税金を納めなければならなかった。租税によって社会
階層の固定化を狙ったと言える。
黒人の未成年者を無償で大農園主のために働くよう義務づけている徒弟
奉公法に対する黒人の抵抗は強かった。徒弟奉公法によって、黒人の孤児
や親によって扶養されないと見なされた子供たちを、法的に白人雇用者に
lユ1
縛りつけておくことが可能になった。
軽窃盗罪に対する刑罰もかなり厳しくなり、ヴァージニア州とジョージ
ア州では1866年に、馬かラバの窃盗は椀刑をもって罰せられることになっ
た。奴隷制時代、生活していくための梶として、異人には個人所有地での
狩りや漁猿は黙認された。また、囲い込まれていない牧草地では、たとえ
それが個人の所有になっていても、家畜に草を自由に食べさせることがで
きた。奴隷制時代に許容された狩りや漁獲に対し、南北戦争後、大農園主
は反対した。大農園での労働を避けて黒人は狩りや漁獲で生きていくこと
ができるからだ。そうなれば黒人は独立して生活できるが、大農園主は労
働力を確保できなくなる。大農園主の立場を代弁する南部諸州の議会は、
lい
黒人の狩りや漁獲を制限しようとしたのであった。
牧草地で家畜に草を自由に食べさせることを制限することを目的にして
制定された「柵法」では、家畜所有者が所有する家畜を柵の中に囲い込
まなければならなかった。多くの黒人は土地がなくとも、家畜を1、2頭
は飼っていたので、これによって、十地を持たない黒人は、豚や牛を所有
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することができなくなった。この「柵法」はアラバマ州とミシシッピ州の
‾′ラ′ケ・・rしト　　　　　　　　　　　1SI
黒人の多い黒土地帯にある郡のみに適用された。
（3）経済重視の北部
北部の都市ボストン、フィラデルフィア、ニューヨークなどに君臨する
富裕な商人や実業家、また弁護士、銀行家、保険仲介業者、船主にとって
南部の綿花は、アメリカの健全な経済のために無くてほならぬものであっ
た。綿花生産がすみやかに回復されなければ、南部では戦前の債務返済が
滞り、ニューイングランドの級維工場は閉鎖を余儀なくされ、その結果、
スビF▼ンJ－
アメリカは、正貨による支払いを再開するための外国為替を入手できな
1の
くなるため、海外債務の支払いができなくなると考えられた。すなわち、
北部では解放奴隷への対処という問責酎二、経済問題が優先したのであった。
北部諸州の中で、黒人に白人と同じ投票権を1865年の段階で認めていた
のは、ニューイングランドにある5州のみであった。その5州とは、ニ
ューイングランドを構成する6州のうち、コネティカット州を除く、メイ
ン、マサチューセッツ、ニューハンプシャー、ロードアイランド、バーモ
ントの各州である。共和党の大半は急進派ではなく、穏健派と保守派であ
り、黒人の投票権を争点にすれば、致命的な選挙結果になるのを懸念して
いた。そして第39連邦議会が1865年12月に再召集されたときには、黒人投
票権の問題は棚上げされてしまった。しかし、南部諸州における解放奴隷
に対する暴力や、州議会が黒人法を通過させたという報告が入るにつれて、
北部では、共和党急進派を越えで憤りが広がった。北部の関心を引いたの
は黒人の投票権でなく、戦前の有力者が力を盛り返すことであった。そう
なれば、南北戟争を戦った意味が無くなるからである。当時、共和党内で
は合意が形成されつつあった。その合意とは、解放奴隷は市民として平等
の権利を有するが、投票権は持たないということ。また、戦時中の連邦支
持者は南部の政治において、より重要な役割を果たすべきだというもので
あった。しかし、黒人の投票権は、言うまでもなく、黒人の市民としての
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権利などをジョンソン大統領は認めるつもりはない。そういうジョンソン
と、黒人の白人との完璧な平等を主張する共和党急進派との衝突は避けら
17j
れなかった。
4　共和党急進派による南部再建時代
（1）修正第14条を巡る攻防
い
アメリカ合衆国憲法修正第14条第1節は、黒人に市民として白人と同じ
権利を与え、法のもとで同等の保護を保証したものである。これは1866年
6月に連邦読会で認められた。修正条項は大統領の署名を必要としない。
にもかかわらずジョンソン大統領は公にそれを非難し、南都諸州にその承
1りI
認を拒むよう促した。
1866年8月26日、ジョンソン大統領はユリシーズ・グラント（LTl〉′SSeS
Grant）と初代海軍提督デイヴイッド・ファラガット（Dal▼idFarraglは）を
伴い北部遊説に出かけた。遊説先のニューヨークとフィラデルフィアでは
商業・金融関係者がジョンソン大統領を熱烈に歓迎した。人種間題よりも
経済優先を掲げる大統領への支持表明と考えられよう。しかしオハイオ州
クリーブランドでは、「どうして（南部連合国の元大統領）ジェフ・デイヴ
イスを絞首刑にしないのか」と言う聴衆のひとりに、ジョンソンは「どう
して（共和党急進派の）サデイウス・ステイーヴンズやウェンデル・フィ
リップスを絞首刑にしないのか」と応じた。ある時など、自身をホワイト
ノ1ウスに入れるために、神がリンカーンを外に／1日ノたとまでも‘言ったこと
があったという。セントルイスでは、連邦議会がニューオーリンズの暴動
を扇動したと非難した。そういう態度に、熱心なジョンソン支持者でさえ
もが屈辱を味わった。また、新しい修正条項に対して取る何らかの道義的
立場というものは全く見受けられなかった。9月中旬、ワシントンにジョ
ンソンは戻るが、その旅を「かえってしない方がよかった旅」と‾．㌻ったの
21H
は、ジョンソンの支持者であった。
t866年の選挙の争点は、修正第14条に関するl舶民投票と言ってよいもの
57
であったが、大統領の支持者たちは大敗北を喫した。その結果、次期連邦
議会においては、大統領の拒否椎を覆すに足る3分の2以上の多数を共和
．．い
党が占めることになった。しかし、1866年10月から翌年の1月までの間に、
かつての南部連合国を形成した11州のうちテネシー州を除く10州の議会は、
22I
ジョンソン大統領に従い、修正条項を承認しなかった。
（2）発動された拒否権を覆す
その一方で、反ジョンソン派が多数を占める連邦議会では黒人の投票権
実現に向けての動きが再浮上し始めた。1867年1月、連邦議会直轄のコロ
ンビア特別区では、大統領の拒否権を議会が覆し、ワシントンD．C．に住
23I
む黒人に投票権を与える法律が成立した。
1867年3月2日、読会からの再建法案がジョンソン大統領の机に届くと、
ジョンソンは拒否権を発動して議会に戻したが、議会はすぐに大統領の拒
否権を覆し、法律として成立した。この1867年の再建法によって、すでに
修正第14条を承認していたテネシー州以外の10州は5つの軍管理区に分け
られ、それぞれの区の司令官が政治関連の再建計画を実行に移す任に当た
った。ジョンソン大統領主導の再建時代に取って代わる共和党急進派主導
による再建時代は、このようにして、戦後2年して始まった。再建法に盛
a11
られた南部諸州の連邦復帰への道筋はおおむね次のとおりである。
25j
軍管理区の司令官は、修正第14条第3節によって公職につけなくなって
いる者は除き、黒人を含む、資格のある有権者を登録させる。州の憲法会
議への代表者を選挙で選ぶ。それぞれの州憲法会議では黒人（成年男子）
に参政権を規定する新憲法を立案する。新憲法が州民投票によって承認さ
れたとき、州知事と州議員を選挙で選ぶことが可能になる。州議会は最初
に修正第14条を承認する。最終的には、連邦読会が州の新憲法を承認した
後、また、修正第14条がアメリカ合衆国憲法の一部になった後で、州は連
邦議会に代表を送る資格を持つというものであった。すでに承認していた
テネシー州は連邦上院および下院に議席を持つことが連邦議会で認められ
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26I
ていた。
（3）黒人成年男子の参政権獲得
1868年までに6州（ノースカロライナ、サウスカロライナ、アラバマ、フロ
リダ、アーカンソー、ルイジアナ）が上述の再建過程を経て連邦復帰を認め
られた。他の4州（ヴァージニア、ジョージア、ミシシッピ、テキサス）は、
連邦議会で、修正第14条が承認され、黒人の投票権を認めた修正第15条採
択後まで遅れた。これら4州は、両方の修正条項を承認する必要があった。
このようにして1870年までには南部のすべての州で政治関連の再建は完成
27I
した。
5　黒人の社会進出
再建法に基づいて政治関連の南部再建が一応の完成をみたということは、
共和党急進派主導で黒人の社会進出を可能にする準備が整ったと見ること
ができよう。
サウスカロライナ州では黒人が州下院で多数を占め、主要な委員会を動
かし、1872年からは黒人が下院議長を務めた。1874年には州上院でも黒人
が多数を占めるようになった。政治を動かしていたのは概して白人である
が、大半が元奴隷という600人を越える黒人の議員の存在はアメリカ政治
281
における大変革であった。
フロリダ州タラハシとアーカンソー州リトルロックでは、黒人の警察署
長が選ばれ、ミシシッピ川ヴイツクスハーグでは、白人の警察官に命令を
下す黒人の警部がいた。1870年にはアラバマ州モントゴメリーとヴイツク
スハーグでは、警察官の半数を黒人が占め、ルイジアナ州ニューオーリン
ズとアラバマ州モービル、ミシシッピ州ピーターズハーグでは、警察官の
29I
4分の1以上が黒人になっていた。
大農国主たちは、再建時代を通じて、窃盗を有罪にできないという不平
を持っていた。共和党員の陪審と判事は黒人の証言を尊重し、白人の黒人
59
に対する犯罪を州が罰しようとし、軽犯罪は、ジョンソン大統領の再建時
301
代のように厳しく罰せられることはなくなった。
ニューオーリンズでは人種を統合して学校教育が行われた。それを試み
た最初の年、白人の入学が急減したのは、白人専用の私立の教区学校に白
人が流れたからであった。が、のちに、1874年には数千人の学童が人種統
合された学校に通っていたという。しかし、黒人は必ずしも人種統合され
た学校が効果的だと考えていたわけではない。黒人だけの方が、親の意見
が受け入れられやすいし、黒人の教員を雇い入れる可能性が大きいと思っ
ていたからだ。新設された学校には黒人大学の卒業生が教員になって赴任
した。サウスカロライナでは1869年に50人だった黒人教員が6年後には千
3り
人以上に増えた。
アラバマ州とノースカロライナ州において、人種差別を禁ずる法律を要
求したのは、黒人の共和党議員と、南部へ行って共和党員として活動した
カーベノトハ′ガー3の
北部人、いわゆる渡り政治家たちであった。しかし、これによって共和党
は内部分裂した。黒人の議員が公共交通機関における同等の権利を守る法
律を、白人の共和党員が多数を占める議会に出しても通過させることがで
きなかった。ところが、黒人の影響力が増し、強力な主張がなされると、
凍南部では、公共交通機関と公共宿泊施設を、黒人が白人と同等に使える
ことを保証する法律が制定された。が、その法律が必ずしも強制されたわ
3の
けではなかった。
ジョンソン大統領の再建時代に制定された黒人法は改正された。たとえ
ば、浮浪法に関しては、犯罪の定義が狭められたうえ、罰金を支払うこと
のできない犯罪者を労働させるために賃貸しすることができなくなった。
体罰が禁じられ、死刑を適用される犯罪および窃盗罪に科される刑罰の数
が相当数、少なくなった。労働規律を強制することに対し議員は一切、応
31I
じなかった。
サウスカロライナ州では土地委員会による土地分配を行った。不動産を
賠入し、長期信用貸しでその土地を販売する権限が、この委員会にはあっ
60
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た。この委員会を通じて州内黒人人口の7分の1に当たる1万4千人の家
族、それにわずかの白人が自営農場を手に入れた。が、サウスカロライナ
州は例外であった。
シェア・クロツバー
6　物納小作人の綿花栽培
奴隷から解放されたばかりの黒人は、再建時代に安価になった土地を容
易に購入できたわけではなかった。窯人に、信用貸しをしたり土地を売る
ことに対し、白人が消極的であったからである。そのため、自由労働の時
代になって、解放奴隷は賃金労働者になるか、あるいは白人の所有する土
地で物納小作人になるしかなかった。信用貸しも利用できず、また市場へ
進出する手立てもないのであれば、かりに黒人が小さな土地を取得したと
しても、経済的苦境から脱することは容易ではない。黒人の経済的自立は、
南部の政治経済の基礎を揺るがすと同時に、解放奴隷とかつての奴隷所有
者との問に摩擦が生ずることを意味した。そこで大農園主が取った手段は、
黒人に土地を売りもせず、貸しもしないということであった。解放奴隷に
とっての自由とは、南部社会では、独立を意味するとは受け取られてはい
なかった。規律ある労働力を必要とする大農謝主と、自律を求める解放奴
33I
隷との間の衝突は不可避であった。
1870年の中頃には綿花の栽培地域が変わり、生産する人種に変化があっ
た。綿花生産地域のほほ4割は、ミシシッピ川以西であり、おもに白人農
民が生産していた。もともと絹花生産をしていた州においては、その生産
地域が内陸に移った。1860年には南部において綿花栽培の9割を占めてい
、l、・
た黒人は、1876年にはわずか6割になっていた。かつて奴隷が栽培してい
た作物を栽培するのを黒人は嫌ったのである。
地価が下がったため、商人たちは、土地を抵当にするよりも、その年に
摘む綿花を先取特権とすることで貸し付けた。作物先取特権が南部の重要
な農業信用貸しになると、債務を負った農民は、綿花栽培に集中せざるを
得なくなった。そのため綿花の生産量が増え、価格が下がった。1870年代
61
37I
の初めには、物納小作が黒人労働の特徴になった。
ノエ7・ケ1J′バF
一般的に、物納小作人は、農機具、肥料、農作業用の動物、種が地主か
ら提供される場合、収穫する作物の3分の1を手元に置くことができた。
自前でそれらをそろえることができれば、収穫の半分が物納小作人のもの
となった。物納小作は、黒人の経済的自立を叶えはしなかったが、集団労
働と白人監督から黒人を解放した。また、家族全員を動員して農作業が行
われたので、大農園主は、安定した労働力が得られた。さらに、労働監督
にかかる費用の削減と面倒な労働管理の軽減になった。これはまた、同時
に、大農国主の威圧的な権威の消失でもあった。物納小作によって、黒人
は、時間や労働、農作業の計画などに対してある程度の自由が得られるよ
うになった。物納小作は大農園主の権威への挑戦であり、黒人は物納小作
3の
を好むようになった。
再建時代の終わるまでには、戦前、自給自足の自営農家が大半を占めて
いた地域は、商人、借地人、農業労働者および商業志向の農民が住むよう
になっていた。大農園主は戦前、地域でもまた連邦レベルでも政治力を持
っていたが、しだいに連邦政府への影響力ばかりか地域での影響力にも陰
りがみえるようになっていった。大農園を所有することが富を保証する時
代ではなくなっていたからだ。つまり土地が自由になっても、労働力を思
3の
い通りに動かせる訳ではなくなっていたのである。そのことは、鉄道敷設
による物流の変化や産業の発達とも関連している。
7　鉄道会社への財政援助がもたらした波紋
（1）汚職の温床
南部ではどの州も鉄道会社に惜しみなく援助を与えた。鉄道を援助する
ための法案の草案作りも、その法案の通過ならびに実施も、すべて共和党
員を中心に進められた。白人議員と同様に、黒人議員も地域活性化を約束
する企業への援助を強く求めた。事実、チャールストンなどのかつての港
町は商業的価値を失っていった一方で、セルマやメコンのような小さな町
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Illl
は鉄道閑適によって集散地として活気づいた。
ところが、州政府に求められる財政援助額が莫大であったために、州政
府の負債と税金が膨らみ、学校などに使われる財源が尽きてしまった。自
給自足的な地域では、鉄道敷設の影響で、市場原理の犠牲になることを危
41〉
惧して、白人の自営農民や職人は、共和党から離反した。
共和党が支配した再建時代においては汚職がはびこった。州政府職員た
ちは、これまでにない多旗のカネを扱うようになり、そのカネを得ようと、
会社は連邦政府や州政府からの援助を求めて競った。また地域社会は将来
の繁栄を気遣い、鉄道を誘致しようとした。そのため、職員たちには、
数々の賄賂と横領の機会が与えられるようになっていた。職員の多くは、
拡大する経済がもたらす分け前にありつくのが、いけないことだとは考え
Hちr
ていなかった。
（2）南部での汚職
汚職は再建時代の南部において多様な形をとった。サウスカロライナ州
知事ロ′トート・K・スコット（RobertK．Scott）と州政府の財務代理人H・
H・キンプトン（Il．nKlmPtOn）は、議会で承認されたよりもはるかに多
くの州政府債券を発行し、市場で売ろうとした。さらに、スコット知事は、
グリーンピル・アンド・コロンビア鉄道会社の、州保有の株券を実際の価
1の
格をはるかにF回る価格で、不正に入手した。
鉄道建設への補助金を当てにして鉄道の一大帝国を築くのを夢見たミル
トン・S・リトJL，フィールド（Mllton S Littlefle）d）とジョ・一ジ・W・スウ
ェッブソン（（；どく汀geW．S、、repSOn）率いる一味は悪名を馳せた。元北軍将軍
のリトルフィールドは、架空の黒人兵を召集し、黒人兵に出る報奨金を懐
に入れたと申し立てられていた人物である。ノースカロライナの企業家ス
ウェッブソンは、南都に巨大な輸送網を築こうとしていた。議員への賄賂、
貸し付け、気前のいい接待で20万ドルをばらまき、一味は何百万ドルもの
財政援助をものにした。しかし、交付された援助金は、他の鉄道会社の株
63
購入や州政府債券への投機に当てられた。また、政治的つながりのある友
人への報酬としても流れた。その方法は、たとえば、法外な手数料、偽の
りI
建築契約の支払い、ヨーロッパ旅行の代金として渡された。
（3）北部での汚職
1862年からの10年間に、連邦政府は、1億エーカーの土地と何百億ドル
もの資金を鉄道建設のために支援した。そのほとんどが、南北戦争中と戦
後に認可された大陸横断鉄道への財政支援であった。このような広大な土
地と資金が鉄道建設に当てられながら、黒人への土地提供という問題への
連邦政府の積極的な関与はなかった。しかも、南部だけでなく、北部でも
鉄道建設に伴う不正が行われた。グラント政権下でクレディ・モピリエと
いう会社が汚職事件の舞台になった。この会社はユニオン・パシフィック
鉄道の株主の一部によって作られたダミー会社である。ユニオン・パシフ
ィック社の株主を兼ねていたクレディ・モビリエ社の大株主が、ユニオ
ン・パシフィック杜の鉄道建設工事を請け負った際に、2300万ドルという
巨額の利益を着服したのである。諌会での追求を避けるために、オーク
ス・エイムズ（OakesAmes）は、クレディ・モビリエ社の株を上院と下院
の有力国会議員に配った。これを1872年に暴露したのがニューヨーク『サ
ン』紙であった。議会による調査の結果、信望を失った公職者の中には、
下院議長ジェイムズ・B・プレイン　UamesB．Blaine）やグラント政権で副
大統領を務めていたスカイラー・コールファックス（Schu・krCo汀ax）と
沌I
ヘンリー・ウイルソン（HenryWilson）が含まれていた。
州政府の援助の最盛期は1868年から1871年である。税金が上がり、州の
債務が膨れ上がる中で横行する汚職が、民主党にとっては格好の争点であ
46I
った。旧勢力を代表する民主党は、連邦政府に対する州の権限回復の桟会
を狙っていた。共和党急進派主導による南部再建時代が始まると、にわか
に抵抗勢力が勢いを増してきた。
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8　修正第15条の功罪
（1）阻止される黒人投票
1870年3月30日に確定した修正第15条は、黒人に投票権を保証するもの
であった。しかしデラウェアー州では、民主党の主張によって1873年に、
人頭税の納入を投票権行使の条件にした。それによって、黒人の大半が投
票できなくなった。1870年に民主党が主導するようになったジョージア州
議会でも人頭税の導入により黒人の投票数が激減した。1871年にはジョー
17j
ジア州では知事も民主党から出るようになった。
南北戦争後まもない1865年にアラバマ州との州境にあるテネシー州ビ
18I
ューラスキーで結成されたクー・クラックス・クラン（KKK）が南部に拡
大していくのは1867年以降である。1867年とは先に述べたように、共和党
急進派による連邦議会主導の再建時代の始まった年である。再建法に従っ
19I
て軍政の敷かれた南部では、KKKが南部における重要な一勢力になった。
ミシシッピ州のKKKの歌の中に「黒んぼと共和党員は出てけ／俺たちゃ、
5m
闇から生まれ、明るくなると消えていく」という歌詞がある。黒人と共和
党員への暴力は、投票数に反映し、民主党の勢力［可復にKKKが貢献した。
1868年、テネシー州ノース’・キヤスウェル郡では、共和党躍進に伴い、
コノト′hヘルF
KKKの暴力が増えた。ジョージア州の北部の綿花地帯にある7つの郡は
KKKの主要な勢力地区になっていたが、1868年の初めの州知事選では、
7つの郡すべてにおいて共和党が過半数を制した。ところが、同年秋の大
統領選にあたっては、KKKの暗躍により次のような結果になった。オー
グルソープ郡では8ケ月前に共和党が1100票を得たが、11月には116票に
50
なった。コロンビア郡では、1222票から、わずか1票に変化した。黒人が
多数を占める11の郡では、共和党に投じられた票はなかった。大統領選で
当選したのは共和党のユリシーズ・グラントであったが、南部では、ジ
ョージア州の他には、ルイジアナ州で、民主党の大統領候補ホレイシ
ョー・シーモア（HoratlOSeymou－・）が勝利を収めた。これらの州では暴力
によって共和党の組織が活動を停止され、黒人は投票することができなか
65
52I
ったのである。
KKKの暴力による被害者はふつう、再建に関わっている地元の指導者
であった。ミシシッピ川モンロー郡のジャック・デュプリー　Uack
Dupree）はとりわけ残虐な方法で殺害された。双子を生んだばかりの妻の
Fの前で、デュプリーは喉を掻き切られ、内臓を切り出されたのである。
53I
デュプリーは地元の共和党クラブの会長であった。
（2）政治課題の外へ
黒人の投票権を保証した修正第15条を、奴隷制即時廃止を唱えていたウ
イ1）アム・ロイド・ギヤT）ソン（WilliamLloydGarrison）は、手放しで喜
び、1870年3月、修正第15条が確定した月には、40年近く活動を続けてき
たアメリカ奴隷制反対協会が解散した。解放された黒人に国家として十分
な対応をしていくべきだと言う意見はあったが、共和党陣営の中では「要
人問題」は全米的な政治課題から外れたと見る向きが多かった。解放され
た黒人は、市民としての権利を政治的権利を獲得したので、自由市場の競
争原理に従って、社会の中における自らの地位を決めるべきだと考えられ
るようになってきた。しかし、共和党急進派による再建が南部で始まるの
と時を同じくして激しくなったKKKの暴力を放置しておくわけにはいか
‘・い
なかった。
（3）クー・クラックス・クラン法
そこで連邦議会は1870年と1871年に一連の強制法を制定したが、その中
で最も包括的であったのが1871年のクー・クラックス・クラン法だ。これ
によって、投票権、公職につく権利、陪審になる権利、法による同等の保
護を受ける権利を市民に与えようとしない陰謀は、州が、陰謀に対し効果
的に対処しなければ、連邦の地区検事長が起訴することができるようにな
、、1．、
った。しかも軍事介入や人身保護令状の一時停止も可能にした。KKK団
員の起訴が本格的に始められたのは1871年になってからである。合衆国地
66
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区検事長G・ワイリー・ウェルズ（Glrik・Wells）は、ミシシッピ川でほ
ほ700人を起訴した。サウスカロライナ州では1871年の秋、北部の9つの
郡で人身保護令状を一時停止した。その地域を連邦軍が占領し、逮捕者が
何百人も出た。ほほ2丁・人のKKK団員がサウスカロライナ州から出てい
ったとされる。連邦政府の介入により、1872年には南部全域で暴力は激減
561
していた。が、KKKのように白い覆面で顔を隠し白装束を着て行う暴力
行為ではなく、白昼、公然と暴力行為が行われるようになるのは、間もな
くのことである。しかもその暴力は、共和党員と共和党支持者である黒人
に1軸ナられることによって、民主党に有利に働いた。それどころか、民主
党員自身が自ら暴力を行使して選挙操作をしたのであった。一方、共和党
政権も、1873年には恐慌に直面することになる。
9　恐慌・暴力・民主党
（1）1873年恐慌
1873年恐慌は9月18日のジェイ・クック商会など東部の金融機関の破産
が引き金になって起こった。ジェイ・クック商会破産の原銅は、ノーザ
ン・パシフィック鉄道の何百万ドルもの債券をさばくことができなかった
ことにある。破産から数日のうちに、信用融制度が金融恐慌に見舞われ、
銀行と証券会社は倒産し、株式‘市場は一時的に売買を停止した。また、l
場の労働者解雇も始まった。アメリカの－．lt数以上の鉄道会社が債務の履子」ニ
を怠り、財産管理のもとに入り、鉄道建設が滞ると、鉄道関連産業は破綻
171
したっ長引く不景気は、労働間題を社会の優先謀項に押し上げた。
不景気の中で有権者は政権政党に厳しい判断を下し、1874年の選挙で、
共和党は大敗した。1861年から読会では優勢だった共和党は、連邦下院で
、、
110議席の差をつけていたが、民主党に60議席もあけられてしまった。
1875年には、民主党が下院を掌握すると、委員会の議長職の半数を南都で
おさえた。数年前までは、法的また政治的、仁等を目指して共和党が団結し
て南都社会の再編成にあたってきたが、公然たる人種差別復活の可能性が
67
出てきたことになる。不景気で、大農園主も現金で賃金を払えなくなり
59j
作物生産は、補作による物納小作が一般的になった。
（2）1875年のミシシッピ州選挙
ミシシッピ川の白人は、上述の1874年の選挙結果を、共和党主導で行わ
れてきた南部再建の国民的な拒絶だと見なしていた。1875年秋、ミシシッ
ピ川では、ホワイト・ライナーズとして知られる民主党員たちが、暴力に
よって選挙を制することになる。しかし、それ以前に暴力的衝突がなかっ
たわけではない。広範にわたる汚職で非難されていた黒人の共和党員の郡
保安官ピーター・クロスピー（PeterCrosby）を、白人暴徒たちが辞任さ
せようとして、ミシシッピ川の港町ヴイツクスハーグで騒動が起こった。
白人暴徒に対し、クロスピーは、地元解放黒人の武装隊を縮成した。1874
年12月7日、ナイフと拳銃で武装した500人の黒人が、町外れ近くで、よ
く訓練を受けた白人民兵隊とぶつかった。民兵隊は、騎兵と射程の長いラ
イフルを使い、訓練を受けていない黒人隊に突進していった。戦闘が終わ
っても、白人民兵隊は暴れ回った。数月のうちに、犠牲者は白人2人、黒
601
人の方は300人にも上った。
州の軍司令官を兼ねる暫定知事アデルバート・エイムズ（Ade沌ert
Ames）は、事態を受けて、議会を召集した。共和党が多数を占める州議
会は、ほとんど黒人新兵からなる州民兵2個連隊を編成する権限を知事に
与えた。エイムズは何百人もの兵士を集めたが、全面的な人種間戦争にな
るのを恐れて、兵士を動かすのをためらい、連邦政府に介入を求めた。連
邦政府が静観していた数ヶ月間、白人自暫団が地方を歩き回り、共和党の
集会と黒人の群衆を恐怖で圧した。ホワイト・ライナーズは、もし黒人を
脅かすに足るだけの黒人を殺害しても、その数をできるだけ低く抑えてお
けば、グラント政権のエイムズ支援はないと踏んでいた。事態はそのとお
6H
りになった。
ヤズー郡では1875年9月1日、ホワイト・ライナーズが共和党員集会を
6β
杉　渕　忠　基
追い散らし、ニューヨーク生まれの郡保安官アルバートT・モーガン
（Albel・tT．M。rgan）らを集会から追い出し、州議会課員を含む、黒人有力
6Z，
者を何人か殺害した。その数日後、州都ジャクソンから15マイルしか離れ
ていないクリントンでは、民主党員が共和党のバーベキューパーティーを
襲撃した。双方に数人の犠牲者が出た。武装白人は、続けて、田園地帯を
探し剛り、約30人の黒人を殺害したとされる。その中には、学校教師、教
63つ
会の指導者、地元共和党のまとめ役がいたという。
1875年の選挙前日には、馬に乗った武装白人が解放黒人を家から追い出
し、投票すれば殺すと脅かされた。選挙当日には、民主党員は投票箱を壊
し、共和党票を民主党票に書き換えた。ヤズー郡では、1873年にエイムズ
が1800票という過半数を得票していたが、1875年には、民主党候補には
ト1
4044票入り、共和党候補者には、わずか7票しか入らなかった。言うまで
もなく民主党の地すべり的勝利でミシシッピ川の選挙は終わった。他の南
部地域でも民主党による政権奪取は暴力と威嚇が用いられた。
次に述べるサウスカロライナ州のコンビー川沿いでのストライキの頼末
は、共和党急進派によって推進された南部再建時代の終わりを象徴的に示
している。
10　コンビー川沿いの米作地帯のストライキに見る旧勢力の復活
（1）黒人が交渉できた時期
サウスカロライナ州の低地地方では黒人の住民が高い比率を占める。
1860年には、ジョージタウン地区では85パーセント、ボーモントでは83
パーセント、コレトンでは78パーセントであった。海外との奴隷貿易が
1808年に禁じられる前に、アフリカから多数の奴隷を駆け込み輸入したた
???この低地帯では、南部の他の地域よりもアフリカ文化が活気づいてい
奴隷制時代にはサウスカロライナ州の低地帯は有数の米作地であった。
奴隷は、日の出から日の入りまで労働するというのではなく、その日すべ
69
き一定の仕事を与えられるという規則で働いていた。これは、農園主にと
っては奴隷を監督する費用を減らすことができ、また奴隷にとっては、仕
事の速度を自らで決められる他、財産獲得の機会すらあった。奴隷労働が
終われば、自らが売るための作物の栽培もでき、売ったカネでの家畜、家
具、散弾銃などの入手も珍しいことではなかった。これは奴隷制の時代で
随J
は例外に属する。
奴隷解放後、米作地帯の黒人は仕事の速度と手順を自らが決めたがった。
1876年5月、ニューポート農園の日雇い労働者たちが、現金での支払いと
賃上げを要求してストライキに入った。雇用主は日当を40セントに下げよ
うとしていた。貸下げの対象となっているのは、日雇い労働者のみで、年
間契約の労働者は影響を受けないという。しかし、ストライキがコンビー
川沿いの近隣の大農園、ついでアシュポー川沿い、そしてポーフオート郡
に広がるにつれ、多くの契約労働者がストライキに加わった。その後数日
間は、何百人という黒人が、角笛や太鼓を鳴らしたり、中にはこん棒で武
装して、米作地帯をデモ行進して、働いている者に仕事を止めるよう促し
た。農場によっては、働いている者を無理やり仕事から連れ出し、殴る黒
人もいた。年間契約労働者の中には、たとえば、500人の労働者がストに
入ったトB・ピッセル　0．B．Bissel）の農場の労働者のように、大農園
主が、必需品や信用貸しで黒人の力になってくれているのに、ストライキ
が起こって、そういうことがなくなった、とダニエル・H・チェンバレン
67I
（Danlelfl．Chamber】ain）州知事に手紙を書く労働者もいた。
結局のところ、大農園主たちが要求した軍隊導入をチェンバレン知事は
見送り、知事は大農園主たちの不興を買うことになった。仕事をしようと
する労働者を守ることができないので、ほとんどの大農園主は、ストライ
キ参加者たちの要求に応じた。5月末には、日当50セントという従来の賃
6の
金に落ち着いた。
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（2）黒人有力演目の仲裁
米作地帯におけるストライキの第2弾は、1876年8月18日に始まった。
すでに米の収穫が始まっていたので、大農園主たちは、労働者を必要とし
ていた。ピッセル農園の黒人は、収穫作業の賃金は、現金で、1日1ドル
50セントを要求した。これまで1ドルだけ支払っていた農園主にとっては
法外な要求に思えた。ピッセル農園のほとんどの労働者はストライキに入
った。8月20円には、さらに近隣の米作地に拡大し、仕事に残っている者
は、スト参加者によって、こん棒とムチで襲われた。さらに労働者たちは、
すでに収穫した米を市場に運搬させなかった。その後、ストライキは地元
の裁判官ヘンリー・H・フラー（HピnryH．Fl11let・）の農園まで広がった。
フラー農園では、ストライキ参加者は1口2ドルを要求し、働きつづける
労働者を追い出した。フラーと保安官代理B・B・サムズ（B．B．Sams）
は、フラー農園で5人の首謀者を逮捕した。が、黒人の群集が間もなく現
れ、5人を釈放させ、裁判官、保安官、警察ならびにフラーとサムズによ
って呼び出されていた地元ライフルクラブのメンバーは、農園の脱穀所に
，
身を潜めた。
そこで、低地帯で最も有名な州下院の共和党の黒人議員ロバート・ス
モールズ（R。lっげtSnlalls）と、同じく黒人の副知事ロバート・グリーヴズ
（Robert（；kaves）が仲裁に出た。シェルドンでスモールズが出くわした
のは、柵を引き倒そうとし、ライフルや6連発拳銃や散弾銃を持った∩人
を襲撃しようとしている300人の黒人であった。スモールズとグリーヴズ
は黒人と白人の集団の間に入って暴力的な衝突が起こらないようにした。
スモールズの説得によって、ライフルクラブのメンバーがその場から抜け
出すことが可能になり、また、ストライキの首謀者10人が保安官に出頭す
7tH
るということになった。
スモールズのチェンバレン知事への報こてでは、フラー判事が偏りのない
正義を行うことができない旨伝えた。判事白身が大農園主であり、
商品交換券を発行しているからであったっ　この商晶交換券は農園内の店で
71
のみ買い物ができ、商品には不当な倖段が付けられていた。たとえば、1
ポンド10セントでふつう売られているベーコンがピッセルの店では25セン
トした。この商品交換券制度は、大農園主を通してしか、労働者が生活必
需品を入手できない制度であるとして、スモールズは非撤した。結局、大
農園主たちは労働者への支払いを現金にすることに同意した。スモールズ
プラノク・パり一
は、少なくとも地元の政治においては、黒人の力の生きている象徴であっ
7い
た。
（3）政治情勢の変化により可能になったストライキ弾圧
コンビー川沿いのストライキは、低地帯の他の地域に飛び火した。チ
ャールストン付近のクーパー川沿いの米作地帯では、政治家ジョージ・サ
ス（GeorgeSass）に率いられた労働者が収穫時期の賃上げを要求し、従来
の賃金で働く労働者が仕事に出るのを阻止することがあった。そして、コ
ンビー川沿いで、8月28日に問題が再燃した。ストライキとデモ行進、働
こうとするものへの暴力がまた始まったのである。大農園主たちは、サウ
スカロライナ州とジョージア州の米作地帯全域に拡大するのを危惧した。
しかも、収穫が滞り、大農謝主は苦境に立たされたが、問題は9月までず
れ込んだ。前回同様、ロバー　トスモールズの仲裁で流血の事態は避けら
72I
れた。が、ひとつ間違えば、人種間戦争になりかねない状況であった。
カーヘ′L・ノ・′カー
渡り政治家として1874年にサウスカロライナ州知事になっていた共和党
員チェンバレンはジレンマに陥った。ストライキ参加者は黒人だが、サウ
スカロライナ州において、共和党票と言えば黒人票であった。従って、黒
人の支持を失いたくないチェンバレンはストライキに対し強攻策はとらな
い。そこで、米作地帯に平穏を取り戻すには、政権交代以外にはないと考
えられた。ジョージア州の米作地帯では、サウスカロライナ州のようなス
トライキはありえない。1872年に民主党が、共和党からの政権奪取に成功
していたからである。ジェイムズ・M・スミス　UamesM，Smith）知事の
もとでジョージア州では、州の民兵用のライフル、拳銃、弾薬に多額の予
72
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算が割当てられた。サウスカロライナ州のコンビー川沿いの農場では米の
収穫労働に対し［＝こ1ドル50セントから2ドル支払われたのに対し、サウ
スカロライナ州と州境を接しているジョージア州のゴーリー農場では、収
7こH
穫時期には、ほとんど、日に70セントのままであった。
しかし、1876年から1877年の冬にかけて、サウスカロライナ州政府と連
邦政府のいずれでも政権交代が起きようとしていた。1876年の大統額選は
不正と疑惑の選挙であった。国政では、民主党候補サミュエル・いテイ
ルデン（Samue日．Tilden）と共和党候補ラザフォード・ヘイズ（Rutherf（汀d
Hays）が争った結果、ヘイズが大統領に就任した。しかし投票結果への疑
いから両党の間には安協があった。それは共和党候補へイズを大紋掛こ就
任させる条件として、再建法によって12年前に始められた軍政を終わらせ、
連邦軍を南部から撤退させるというものであった。このことは連邦政府が
黒人間題に対し、無力になることを意味する。一方、州知事選においては、
民主党候補ウェイド・バンプトン（WadeHampton）が当選した。大農園主
を支持基盤とするバンプトンのもとでは、これまでのような黒人労働者の
7tl
要求を大農園に聞き入れさせる政治状況ではなくなっていった。
サウスカロライナ州では、1880年代、1890年代になると、ストライキを
起こそうとすれば、地域の保安官と州の民兵が導入され、ストライキは抑
えられた。ルイジアナ州でも、1887年に賃上げ要求のストライキが、民兵
と白人の自警団の銃撃による虐殺で、100人以上の黒人が犠牲になった。
しかし、共和党から民主党への政権交代によって、人種関係が急変したと
いうよりも、政権交代へ至る過程において、すでに人種間の暴力的衝突が
751
起きていたのである。
たとえば、サウスカロライナ州では、1876年7月8円、ハンバーグの虐
殺として知られる事件が発生した。アメリカ独立100個年を祝おうとして
いた黒人民兵隊に、白人が駆る鴇車を通させようとしたことから始まった。
異人民兵の司令官ドック・アダムズ（DockAcianlS）がその馬車を通させた
4日後、ハンバーグに黒人民兵隊がまた集合した。そこには武装した自人
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も集合した。地域で最も名の知られた民主党員マシュー・C・バトラー
（MatthewCButler）将軍が黒人民兵隊に武装解除を命じたが、黒人はそれ
に応じなかったので、戦いが始まった。約40人の民兵は民兵本部へ退却し
た。バトラー将軍はオーガスタへ向かい、1円の大砲と何百人という白人
の増援隊を連れて戻ってきた。数で劣る黒人民兵隊は夜陰に乗じてその場
から逃れようとしたが、結果的に、白人1人、黒人7人が犠牲になった。
黒人の目撃者によれば、捕らえられた黒人民兵隊25人の中から処刑される
黒人を選んだのがバトラーであった。そのバトラーをサウスカロライナ議
7い
会は1877年に連邦議会上院議員として選んだのである。
11戻る歯車
へイズ政権が誕生したときには、アメリカはまだ不景気の中にあった。
1873年恐慌で始まった不景気がl可複に向かうのが、1878年である。1877年
にヘイズ政権が直面したのは大ストライキである。7月16円、ボルティモ
ア・オハイオ鉄道会社の労働者が、ウェストヴァージニア州マーティン
ハーグで、賃金カットに抵抗してストライキに入った。ストライキは主要
な幹線に沿って広がり、ニューイングランドと深南都を除く全域に影響を
与えた。しかも、他産業にも拡大した。ピッツバーグではペンシルヴェニ
ア鉄道が止まり、鉱山労働者と鉄鋼労働者が同情ストを組織した。ストラ
イキ参加者に対して行動を起こすのを拒んでいた地元民兵隊に代わって、
フィラデルフィアから民兵隊が導入され、20人を殺害するにいたった。そ
れに憤った市民はピッツバーグ鉄道の操車場に放火した。100両の機関車
と200両の車両が火災にあった。シカゴとセントルイスはゼネストで麻痺
した。熟練工と未熟練工が連合して要求したのは、8時間労働、不況前の
賃金基準の回復、鉄道の国有化、失業労働者の逮捕を可能にする法律の撤
回であった。この一連のストライキは2週間続き、7月29［］には終わった。
鉄道ストライキの発生により、政治の優先課題となったのは、労使問題と
労働・賃金の問題であった。南部黒人の問題は、国政課題から、さらに後
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退を余儀なくされた。探南都では、選挙不正と暴力の脅威が異人の地域社
77I
会に暗い陰を落とし、1877年以後、共和党は崩壊した。一方、南部の州政
府は連邦政府から独立して独自に黒人へ対処するようになっていった。
南都諸州で政権をとった民主党が始めたのは、大農園主が労働力を自由
にできるように法律を改正することであった。新たに制定された浮浪法で
は、事実上、無職であればだれでも逮捕されるというものであった。ひと
つの仕事の契約期間終了前に、別の仕事を提供するのは刑事犯罪になった。
南部諸州における刑事法は、軽窃盗に対する罰をかなり厳しくした。サウ
スカロライナでは、放火は死刑、また強盗は終身刑になった。ミシシッピ
州のいわゆる「ブタ法」では、牛や豚の窃盗は、大窃盗罪と見なされ5年
J′ノJイ，ト・リー．し・こ′ノ．テJ
の刑として罰せられうる。投獄者の増加によって囚人賃貸制度’が拡大
した。因人を安価な労働力として提供するこの制度を利用しようとして、
7m
大農園主たちは、鉄道、鉱山、木材などの産業と競った。
サウスカロライナでは1877年の不動産貸借法により、借地料が支払われ
るまで、作物全部を大農園主に預けておかなければいけなくなった。商都
の自営農家にとっては、「1人の優越が回復されても経済的に報われるとい
うことではなかった。というのは、綿花の価格が下がり、世界の需要が低
迷すると、内陸地方の農民は、借金へ退いたてられ、土地を借りなければ
いけなくなったからだ。深南部では、1880年と1900年の間に、一人当たり
の所得の増加はない。北部の産業資本がのちに黒人の労働力を必要とする
まで、工業部門は白人に限られており、ほとんどの黒人は南部にとどまら
7の
ざるを得なかった。しかし、後に黒人が大量に移住することになる北都の
都市は、黒人にとっては約束された1二地と言えるものではなかった。
おわりに
リンカーンの奴隷解放（予備）第：‾Hによって、南北戦争は、連邦維持の
ための戦いから奴隷解放の戦いになった。それへの反感と黒人との職争い
を背貨にニューヨークでは反徴兵制暴動が起きた。戦後の南部再建は、経
75
済を優先させ、南部の旧支配層と結ぶジョンソン大統領によって始められ
たが、南部再建をめぐる読会との主導権争いの結果、共和党急進派主導で
南部に軍政を敷くことになった。連邦政府の権限で南部諸州の自治を奪っ
たのである。それは黒人と白人が平等の権利を持つという理念を実行する
ために必要な措置だと考えられた。連邦議会主執二よる南部再建時代には、
かつて奴隷であった黒人が社会に進出するという大変革の時代であった。
が、同時に、南部白人には、共和党と黒人に対する反感も根強く、南部各
地で共和党と黒人に対する暴力事件が多発した。
再建時代前半は鉄道建設ブームなどで好景気に恵まれた反面、連邦や州
の補助金が莫大な額になり、鉄道事業が汚職の温床になった。鉄道事業に
は土地が提供されても、窯人に、経済的自立に必要な土地が与えられるこ
とはなかった。そうすれば、大農園経営に必要な黒人の労働力が失われる
′17　ul、－
ことになるからである。そのため多くの黒人が物納小作人となって綿花栽
培に従事した。
1873年恐慌から続いていた不景気や汚職のため、1874年の選挙で政権政
党である共和党は大敗北を喫した。それを追い風にして、ミシシッピ川を
はじめ、南部では、民主党員が暴力や威嚇で、共和党を支持する黒人の投
票阻止や票の書き換えなどの不正を行い、共和党から政権を奪取していっ
た。1877年にラザフォード・ヘイズを大統領にする条件として、連邦軍の
南部からの撤退が安協され、南部は自治を獲得した。このことは黒人の保
護が可能な唯一の権限である連邦政府の権限が州に及ばなくなったという
ことを意味する。事実、とりわけ深南部において黒人が投票権を奪われ、
政治暴力が多発するのは、州政府が民主党政権に代わってからである。
注
1）r眠れる巨人J　という言い方は、南北戦争後に、共和党急進派のひとり、チ
ャールズ・サムナ一によって、次のように使われた。rサムナーはアメリカ合
衆国憲法修正第14条を　r眠れる巨人と呼んだ。……その巨人は先の戦争が
起こるまでは目を覚まさなかったが、今や、巨大な力を持って歩み出している。
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1ノヰ
こう話したという。r北部人が来て、粍々を自由にしてくれたと言ってるけど、
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